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1 はじめに

　収蔵庫清掃は，定期的な空間清掃により収蔵庫内を清潔に保つためだけでなく，普段
の作業では見逃しがちな生物被害の発生や温湿度管理の異常の発見など，収蔵庫環境を
正常に保つための環境整備の一環として行うものである。国立民族学博物館（以下，民
博）では，2005年度以前は，なんらかの問題が発生した収蔵庫や大規模な生物被害の発
生に伴い都度実施していたが，2007年度からは各収蔵庫および収蔵庫周辺エリアについ
て，各箇所年間 1 回を目標に清掃している。現在は，民博の標本資料および展示場，収
蔵庫環境管理の担当部署である企画課標本資料係の職員が，清掃マニュアル「収蔵庫に
ついて」（令和 3 （2021）年 3 月31日に改定）をもとに運用している。本稿では，現在
実施している民博での収蔵庫清掃の概要について報告する。

2 清掃対象箇所と清掃計画

　民博の清掃対象となる収蔵庫および収蔵庫周辺エリアは，表 1 のとおりである。

表1　清掃対象となる収蔵庫および収蔵庫周辺エリア

収蔵庫および
エリア名 特徴

第 1 収蔵庫 一般収蔵庫，大型資料
第 2 収蔵庫 一般収蔵庫
第 3 収蔵庫 一般収蔵庫
第 4 収蔵庫 一般収蔵庫，大型資料
第 5 収蔵庫 一般収蔵庫
第 6 収蔵庫 一般収蔵庫
第 7 収蔵庫 一般収蔵庫，大型資料
特別収蔵庫A 特別収蔵庫，銃砲刀剣関係
特別収蔵庫B 特別収蔵庫，絨毯，敷物関係
特別収蔵庫C 特別収蔵庫，漆器関係
特別収蔵庫D 特別収蔵庫，毛皮，革製品関係

収蔵庫および
エリア名 特徴

特別収蔵庫
E・F

特別収蔵庫，民族衣装等

多機能資料
保管庫 建物外の保管庫，舟等大型資料

収蔵庫前通路 第 1 収蔵庫～第 7 収蔵庫前の通路
展示準備室，
閲覧室 展示準備や資料熟覧を行う室

標本整理室 収蔵庫に入る資料の一次仮置き場
燻蒸庫前室 燻蒸作業室，CO2 バック設置場所
標本仮置室 燻蒸庫に隣接した燻蒸前資料の仮置き場
荷解梱包室 資料の搬出入，開梱および梱包作業室

 （筆者作成）
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　年度当初に，これら収蔵庫および収蔵庫周辺エリアを，12のグループに分割し， 1 ヶ
月に 1 回，年間12回の清掃で一巡するように計画をたてる。計画を立てる際には，前年
度以前の「収蔵庫清掃進捗予定表」および「清掃報告書」を参照し，直近で連続したエ
リアの清掃にならないよう担当者で調整を行う。

3 作業道具

3.1 清掃道具
　基本的な清掃の道具は，写真 1 にあるように，家庭用の HEPAフィルタ※付き掃除機
およびフローリング清掃ワイパーを中心に用意する。また，清掃場所に応じて，適宜清
掃用具を追加する。

3.2 防塵用具
　収蔵庫清掃では，カビや埃，虫害の痕跡であるフラス等微細な汚れを清掃することに
なるため，写真 2 ，図 1 のような作業者の防塵対策が重要である。

　※ HEPAフィルタは，High Efficiency Particulate Air Filter の略称であり，JIS Z 8122で，「定格
風量で粒径が0.3µmの粒子に対して99.97%以上の粒子捕集率をもち，かつ初期圧力損失が245Pa
以下の性能を持つエアフィルタ」と規定されている。

写真1　中心となる清掃道具（2016年 3月　撮影：企画課）

掃除機 

（HEPAフィルタ付き） 

フローリング

清掃用ワイパー

ワイパー用シート

(ドライタイプ)

ゴミ袋 

延長コード 掃除機用パックフィルター 
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　手ぬぐいおよびセーフティーグラスは，髪の毛や目への汚れの付着を防ぎ，マスクは
鼻や口からの汚れの侵入を防ぐ。清掃中の手のひらへのケガ対策のため，手袋や軍手を
着用し，靴は重量物や清掃機器の落下によるけが対策のため，安全靴を着用する。

写真2　防塵用具（2016年 3月　撮影：企画課）

図1　作業者の防塵対策（企画課作成）

手ぬぐい マスク セーフティーグラス

軍手 手袋 

頭に手ぬぐいを被る
セーフティーグラス
を装着

マスクを着用
＊かなり動く作業のため自
分が使いやすいマスクを選
択し，使用する

軍手を着用
安全靴を着用

小さいゴミ袋を 1
枚，腰に提げる
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3.3 その他道具類
　収蔵庫によっては，手元や足元が暗い場合があり，かつ棚の下や部屋の隅など暗がり
について清掃が必要であるため，LED の懐中電灯やペンライトを携帯し，清掃後に実施
する配架棚の目視にも使用する。
　清掃の際には，今後の検討事項の参考となるよう，必要な事項を記録することも重要
である。ファスナー付きビニール袋やピンセット，小型の箱は，文化財害虫等を発見し
た際の捕虫，死骸や虫害痕跡の採集，什器の部品等の保管に使用する。
　清掃状況や特記事項の記録のため，カメラや鉛筆，付箋，養生テープ等筆記用具を携
帯する（写真 3 ）。

4 清掃手順（図2）（写真4）

①　 清掃作業は， 2 人ないし 3 人一組で行う。収蔵庫内での清掃は，通常空間での作業
範囲が広い場所での清掃と異なり，清掃道具が動く範囲や高所作業に十分注意を払
い作業する必要がある。清掃作業は，必ずマニュアルで作業工程，内容を確認のう
え進める。また，事前に清掃報告書の作成担当者を決めておき，担当者が指示をだ
し作業管理をおこなう。

②　 上層から低層へ，棚の上から下へ，というように，高所から低所に向かって行う。
天井灯のシェードやダクト上部，桟，通路両脇の固定棚の天井面など，上から順番
にフローリング清掃用ワイパーで埃を取り除いていく。その際は，たたいたり払い
落としたりするのではなく，埃を散らさないようにワイパーでぬぐい取る。

写真3　その他道具類（2016年 3月　撮影：企画課）

懐中電灯・ペンライト 箱 ファスナー付きビニール袋

ピンセット 

カメラ 鉛筆・付箋・養生テープ 
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　　 ダクト上部など高い位置の清掃には作業員の安全面に配慮し，無理な体勢にならな
いよう作業者の手の届く範囲で行う。

③　 固定棚の下の隙間は，フローリング清掃用ワイパーのように，厚みが薄く面で清掃
できる道具でゴミをかき出す。かき出したゴミはすぐに集塵せず，必ずその場で虫
害の痕跡やビス，ボルト等什器に関係する小部品，資料札や収蔵資料の小型部品と
いった収蔵資料に関係するものが含まれていないか目視し，異常がないことを確認
した後に廃棄する。

④　 埃やゴミを取り除いた通路の端から，順番に掃除機をかける。作業時は， 1 人が掃
除機のノズルやホースを操作し，もう 1 人が掃除機の本体を持つ。この時，掃除機
の排気が収蔵資料に当たらないよう注意する。 2 人目もしくは 3 人目の作業者は，
電気コードや延長コードが長くなってきた場合は，コードが絡まないよう，そして
収蔵資料や什器に当たらないよう，コードをさばきながら操作する。

　　 棚の近くで掃除機を使用する際は，ノズルを前に押すかけ方ではなく，奥から手前
に引くように動かし，ノズルが棚に当たらないように注意する。

⑤　 掃除機をかけた後，仕上げにフローリング清掃用ワイパーで床面や通路の仕上げ拭
きを行う。

図2　作業箇所（例：第2収蔵庫）（企画課作成）

天井灯のシェード

2 層固定棚の天井面

1 層固定棚の天井面
ダクト上部

2 層床面

1 層天井鉄骨の桟

固定棚下の隙間

1 層通路床面

移動棚の天井面

消火器置き場
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⑥　 通路や階段の手すりも，フローリング清掃用ワイパーで拭き取る。
⑦　 消火器は，室内では指定の位置に置かれており普段動かすことが少ないが，消火器

置き場周辺はゴミがたまりやすい。消火器の底をフローリング清掃用ワイパーで拭
き取り，消火器を置いている台も同じく拭き取る。

⑧　 清掃時に虫の痕跡等が発見された場合は，カメラで状況を撮影し清掃する。資料に
被害が出ている場合は，状況の確認をおこない必要に応じて資料を隔離し，収蔵庫
外へ移動する。資料への措置は，改めてスケジュールをたて実施する。

⑨　 回収したゴミや埃は，ゴミ袋にひとまとめにし，速やかに収蔵庫外へだす。

写真4　清掃作業の様子（2016年 3月　撮影：企画課）

シェードの清掃 固定棚天井面の清掃

掃除機の使用による清掃

移動棚天井面の清掃

1 層天井鉄骨桟の清掃

固定棚下のかき出し清掃



西澤　　民族資料を対象とした収蔵庫の清掃方法　

254 255

⑩　 清掃作業後，目視で収蔵庫内の虫害，カビ発生等の有無を確認する。
⑪　 蛍光灯の球切れがないかチェックする。切れていた箇所については，清掃完了後，

施設管理部署に連絡し，蛍光灯の交換を行ってもらう。
⑫　 使用した掃除機のパックフィルターは新しいものに交換する。使用したパックフィ

ルターの穴を養生テープで塞ぎ，他のゴミと一緒にゴミ袋に入れる。その際，穴か
ら埃が巻き上がらないよう注意する。

⑬　 作業着は埃等で汚れているため，全身を粘着テープできれいにする。作業時に使用
した作業着や手袋は，必ず洗濯にだす。

⑭　 清掃後は，清掃作業の担当者が清掃報告書を作成し，収蔵庫清掃を行った日から直
近の資料管理タスクフォースにおいて報告を行う。

⑮　 資料管理タスクフォースでの報告後，報告書は収蔵庫清掃報告書綴にとじ，記録と
して保管する。

5 まとめ

　以上に示した収蔵庫清掃の手順をもとに，民博では資料管理担当の職員が実際の作業
に従事している。収蔵庫清掃は，収蔵庫内の清浄環境を維持し収蔵庫内で発生する可能
性のある事故を未然に防ぐとともに，清掃時の目視や現物確認が事故の早期発見につな
がる。また，清掃結果を共有することで，収蔵庫環境改善計画の立案や，緊急の事故が
起こった際に前例を確認することにも活用できる。今後も，生物生息調査と組み合わせ
て，収蔵庫の環境維持に役立させていきたいと考えている。


